




® 

こ使用上の注意
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® 

持ち運ぶ時は本体を両手で、「しっかりと」
つかんで移動して下さい。
片手で運びますと、落として

認信誓贔犀嬰�: � 
浴槽に投げ入れたり、落としたりしないで下さい。
変形や破損の原因になります。

浴槽の中で本体に座ったり、足で踏んだり、体重をかけたりし
ないで下さい。変形や破損の原因になります。

本体には熱湯を入れないで下さい。
ヤケドのおそれがあります。

火気厳禁です。
使用中は、直接火を近づけないで下さい。

水素を発生させた時に使用したお湯や水は、飲用には適して
いませんので、飲まないで下さい。

純マグネシウム99.9は、お湯やクエン酸と反応する事で「熱」 
を発生させます。純マグネシウム99.9自体が熱くなりますの
でこ注意下さい。

小さなお子様が本体を開け、中味を取り出して遊ばないよう
にこ注意下さい。

金属アレルギー（主にマグネシウム）をお持ちの方は、まれに
アレルギー反応を起こす場合がありますのでこ注意下さい。
その場合は、すぐに使用を中止して下さい。

クエン酸を一度に大量にこ使用された場合、風呂釜を傷める
ことがありますのでこ注意下さい。

クエン酸を使用する事で浴柵内に［ぬめり］が残ることがあり
ます。滑らないようにこ注意下さい。
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プラチナクエン酸の取扱いについて

• プラチナクエン酸は湿気に弱く、溶けたり固まったりすることがありますので、こ
使用後はフタをしつかりと閉めて浴室外の湿気がなく直射日光の当たらない場所
に保管して下さい。

•子供の手の届かないところに保管して下さい。
•プラチナクエン酸は別売でもお求めいただけます。

※市販のクエン酸を使用される場合は、薬局やドラッグストアなどで「食用」のクエ
ン酸をお選び下さい。

■プラチナクエン酸の使用量が多いと、たくさんの水素が発生しますが「縛マグ
ネシウム99.9」の消耗も早くなります。

「純マグネシウム99.9」について

1 . 「純マグネシウム99.9」はお湯（水）と反応して水素を発生します。
様々な条件により「純マグネシウム99.9」の表面はそれぞれ異なった変化を起こします。

•プラチナクエン酸の使用量
• 入浴剤との併用

• お風呂のお湯（水質など）
• お湯（お風呂）の中に浸かっている時間

（例）

※特に24時間風呂に使用される、塩素系洗浄剤や塩分を含む入浴剤などと併用さ
れますと「純マグネシウム99.9」の表面は著しく変化を起こす場合があります。
このような変化を起こしても、水素は正常に発生しています。
製品の不良ではありませんので、安心してこ使用下さい。

2. 「純マグネシウム99.9」に黒い微粉末が付いていることがあります。
これは水酸化マグネシウムですのでこ安心下さい。

3. 「純マグネシウム99.9」は消耗品です。
使用頻度とクエン酸の置によって消耗度合いが違ってきます。
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「純マグネシウム99.9」のお手入れについて

「純マグネシウム99.9」は長い時間浴槽（お湯）に浸けた状態、または長期間こ使用さ
れなかった場合など、表面に被膜を形成（変色）し水素の発生が減少する事があります。

●そのような時は、プラチナクエン酸を小さじ1杯程度、1リットルのお湯（約30-
40℃)で溶かし、「純マグネシウム99.9」を浸してください。浸ける時間は30秒程
度を目安にして下さい。●表面の皮膜が消えて、水素の発生量が回復します。・
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２４時間風呂では使用しないでください。



浴槽内に「プラチナＨ２ 水素の秘湯」が置かれた状態で
お湯を入れて下さい。
「純マグネシウム99.9」は浴槽の中で水素を発生し続けます。




